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発言事項 発言の要旨





資料（提出様式） 

質問者(議員名) 田名部 裕美 議員 

発言事項 ３ 教育行政について 

発言の要旨 市中学校体育大会夏季大会の中止について 

質問内容 
市中学校体育大会夏季大会・代替大会中止の経緯及び開催を再検討する考え

はないか伺いたい。 

答弁者  □ 市長  ■ 教育長  □ 部長 

答弁内容(概要) 

○新型コロナウイルス感染症対策の観点から全国大会及び県大会の開催中止が

公表され、八戸市中学校体育連盟では、理事会を開催し、各競技委員長や学校

代表理事から出された意見をもとに協議を重ねた結果、５月 22 日に、今年度

は代替大会を含む夏季大会を中止することを発表した。 

○中止の判断に至った理由は、次のとおりと伺っている。 

○１点目は、競技会場に大人数が集まることが予想され、感染リスクが高まると

ともに、会場等の消毒等の衛生管理が徹底できないこと。 

２点目は、３月の臨時休業以来、選手はほとんど練習ができていない状況であ

り、大きなけがにつながる可能性が多分にあること。 

○３点目として、競技によっては直接接触や飛沫による感染リスクが高く、代替

大会が難しいものもあり、公平性を担保できないこと等があげられたという

ことであった。 

○臨時休業とともに、部活動等の教育活動も自粛を余儀なくされ、約３か月間、

子どもたちはほとんど体を動かす機会がないまま６月を迎えた。 

○このような現状にある中、市中体連をはじめ、多くの学校関係者は代替大会等

の開催も含め、あらゆる可能性について慎重に検討を重ねたと聞いている。 

○本大会は、３年生にとっては３年間の集大成となるべく大会であり、誰もが待

ち望んでいた大会でもある。 

○しかしながら、新型コロナウイルス感染症の終息が見通せないことから、子ど

もたちの安全を最優先するが故に、代替大会も含めた中止を決定したことは

苦渋の決断であったと重く受け止めており、市教委としては、この決断を尊重

していく。 

 

 

担当課 学校教育課 
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資料（提出様式） 

 

◎再質問  

再質問の有無  ■ 有   □ 無 

質問内容(概要) 
他市町村で代替大会を実施する中、八戸が開催しないとした判断について市

長の所見を伺いたい。また、市長主催の大会等の開催予定はないか伺いたい。 

答弁者  ■ 市長  □ 教育長  □ 部長 

答弁内容(概要) 

〇中学生の安全や健康を第一に考え、中学校体育大会夏季大会の中止と代替大

会等を実施しないという市中学校体育連盟の判断は、苦渋の決断であったと理

解しており、私としてもこの決定については、尊重したいと考えている。 

◎要望  

要望の有無  ■ 有   □ 無 

発言内容(概要) 

節目となる市中学校体育大会夏季大会の中止により、次のステップへ進めな

い生徒やスポーツで進学を考えていた生徒のためにも、競技ごとの代替大会等

の開催を強く要望する。 

 

- 2 -



資料（提出様式） 

質問者（議員名） 三浦 博司 議員 

発言事項 ３ 教育行政について 

発言の要旨 ネットワークを活用した学習について 

質問内容 
当市におけるネットワークを活用した学習について、現状と今後の見通しを

伺いたい。 

答弁者  □ 市長  ■ 教育長  □ 部長 

答弁内容（概要） 

〇国は、令和元年 12月「ＧＩＧＡスクール構想の実現」として、高速大容量の

通信ネットワークと１人１台端末を一体的に整備することを提言した。 

〇高速大容量の通信ネットワークについては、当市でも、令和元年度補正予算によ

り、令和２年５月に委託契約を締結し、令和３年１月には全ての小・中学校

で高速大容量の通信ネットワークを利用できることを目指し工事を進めている。 

〇各学校では、ＩＣＴ機器を活用した授業に取り組んでおり、例えば、算数の

図形の学習では、プログラミング教育を取り入れた授業の中で自分の作成し

た図形を描く活動をしたり、体育の学習では、運動している動画を撮影して

練習前後の自分の動きを比べたり、理科の学習では実験の考察時にグループ

の考えをまとめたりする場面で活用するなど工夫している。 

〇ネットワークを高速大容量化することで、授業においては、日常的に情報の

検索・情報の共有等がスムーズに実施できるようになる。 

〇臨時休業等の際には、各家庭への持ち帰りにより、ネットワークを活用した

ドリル学習・動画視聴・レポート作成・授業動画配信等のオンライン授業に

ついても実現できるよう準備を進めている。 

〇今後、１人１台端末と高速大容量の通信ネットワークを整備することで、各

学校において授業の中で日常的に１人１台端末が活用されるよう研修会を開

催していく。 

〇有事においても、学校と繋がる安心感と、子どもの学びの保障につなげる活

用を研究していく。 

担当課 総合教育センター 

 

 

◎再質問  

再質問の有無  □ 有   ■ 無 

質問内容（概要）  

答弁者  □ 市長  □ 教育長  □ 部長 

答弁内容（概要）  

◎要望  

要望の有無  ■ 有   □ 無 

発言内容（概要） 

日常時のネットワークを活用した学習だけでなく、有事の際にも活用できるよ

う、1 日も早く「ＧＩＧＡスクール構想の実現」として、高速大容量の通信ネッ

トワークと１人１台端末を一体的に整備することを要望する。  
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資料（提出様式） 

質問者（議員名） 伊藤 圓子 議員 

発言事項 ５ 学校再開について 

発言の要旨   学習の遅れへの対応と心のケアについて 

質問内容 
学習の遅れへの対応について伺いたい。また、進学や進級に不安を感じている

子供の心のケアをどうしていくのか伺いたい。 

答弁者  □ 市長  ■ 教育長  □ 部長 

答弁内容（概要） 

〇臨時休業により不足する授業時数を確保するために、各学校においては年間の

行事予定や指導計画を見直し、市教委では主催する各種事業や研修講座等を中

止または規模を縮小する措置を講じた。 

○その結果、夏季休業期間を短縮して、小学校においては３日間、中学校におい

ては５日間、授業を行う日を追加することで、文部科学省が定める学習内容を

今年度内に履修するために必要な授業時数を確保できる見通しである。 

〇また、臨時休業の影響で、不安やストレスを感じている児童生徒もいると承知

している。 

〇具体的には、学習の遅れによる入試への影響を心配する声や、人と接する機会

が少ないことでストレスを感じているという声が、学校に寄せられている。 

〇当市では、県教委の方針に基づき、今年度よりスクールカウンセラーを、中学

校区の小・中学校間で柔軟に活用できるよう配置に配慮している。 

〇各学校においては、これまで以上に、きめ細かく児童生徒の様子を観察すると

ともに、教職員間で日常的に情報を共有し、必要に応じて教育相談やスクール

カウンセラーによる面談を行うなど、心のケアに努めている。 

〇さらに、市教委としては、各学校において、新型コロナウイルス感染症に関連

した偏見や差別が生じないように十分配慮し、児童生徒の心に寄り添いなが

ら、悩みや不安の早期発見・早期対応ができるよう、支援して参りたい。 

担当課 教育指導課 

 

  

◎再質問  

再質問の有無  □ 有   ■ 無 

質問内容（概要）  

答弁者  □ 市長  □ 教育長  □ 部長 

答弁内容（概要）  

◎要望  

要望の有無  □ 有   ■ 無 

発言内容（概要）  
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資料（提出様式） 

質問者（議員名） 伊藤 圓子 議員 

発言事項 ５ 学校再開について 

発言の要旨   学校の新しい生活様式への対応等について 

質問内容 
「学校の新しい生活様式」への対応と課題について伺いたい。また、熱中症や、

新型コロナウイルス感染症の第２波、第３波への備えについて伺いたい。 

答弁者  □ 市長  ■ 教育長  □ 部長 

答弁内容（概要） 

○議員御指摘の「学校の新しい生活様式」については、令和２年５月 22日に、

文部科学省より「学校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マ

ニュアル」として通知され、児童生徒及び教職員の感染リスクを可能な限り低

減するための感染症対策が示されたものである。 

○当市では、５月７日より学校を再開したが、５月中は「要注意月間」と位置付

け、細心の注意を払ってきた。 

○６月からは、徐々に通常の教育活動に近づけていくが、「学校の新しい生活様

式」を踏まえて、「三つの密」を避ける、マスクの着用及び手洗いを徹底する

など、基本的な感染症対策を継続し、感染及びその拡大のリスクを可能な限り

低減しつつ、子供の健やかな学びを保障するために教育活動を行う。 

○また、児童生徒の下校後には、毎日、教職員が教室やトイレ、手洗い場などの

消毒を行い、衛生管理に努めている。 

○「学校の新しい生活様式」が定着するためには、各学校で感染症対策を継続す

ることはもちろんのこと、児童生徒自らが、感染症に対する正しい知識と技能

を身に付けることが大切であると考える。 

○各学校では、児童生徒に対して、「手洗いの徹底」や「マスクの着用」、「身体

的距離の確保」、「抵抗力を高めるための睡眠・運動・食事」など、発達の段階

に応じて具体的に指導している。 

○課題としては、学校は学習内容を身に付けるだけでなく、様々な人と関わりな

がら社会性を身に付ける場でもあるが、「三つの密」を避けるために、交流活

動や近距離での対話活動を見合わせるなど、一部の教育活動を制限せざるを得

ない、ということが挙げられる。 

○また、今後は気温が高くなり、熱中症のリスクが高まることも懸念される。 

○各学校では、適切な水分補給を行うとともに、マスクを付ける場面、外す場面

を見極めながら、児童生徒の健康を第一に教育活動を進めていく。 

○さらに、今後の新型コロナウイルス感染症の第２波、第３波への備えとしては、

「学校の新しい生活様式」に基づいた感染症対策を継続するとともに、再度、

臨時休業等を措置せざるを得ない状況に備えて、分散登校及び分散授業の実施

方法や、ネットワークを活用した学習の在り方について、教職員向けの研修会

などを通して、研究を進めていく。 

○特に、ネットワークを活用した学習については、１人１台端末・高速大容量の

ネットワークを整備した上で、通常の授業の中で活用を進めながら、緊急事態

にも対応できるように準備を整えていく計画である。 

○市教委としては、児童生徒や教職員の感染のリスクを可能な限り低減しつつ、

児童生徒の学習を保障するために、学校の支援に努めていく。 

担当課 教育指導課 
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資料（提出様式） 

 

◎再質問  

再質問の有無  □ 有   ■ 無 

質問内容（概要）  

答弁者  □ 市長  □ 教育長  □ 部長 

答弁内容（概要）  

◎要望  

要望の有無  □ 有   ■ 無 

発言内容（概要）  
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資料（提出様式） 

質問者（議員名） 伊藤 圓子 議員 

発言事項 ５ 学校再開について 

発言の要旨   ９月入学について  

質問内容 ９月入学制の導入について教育長の所見を伺いたい。 

答弁者  □ 市長  ■ 教育長  □ 部長 

答弁内容（概要） 

○９月入学制の導入は、我が国の社会基盤の根幹に関わる問題であり、社会全体

の構造が整備されていない状況下では、学校現場の混乱を招くことが予想さ

れ、時期尚早であると考える。 

〇今、学校での感染症対策や教育活動の推進に腐心している中で、新型コロナウ

イルス感染症対策に絡めた拙速な議論を行うのではなく、落ち着いた環境のも

とで、時間をかけ、国民の声も十分に耳を傾け、冷静な議論を積み重ねていく

ことが重要である。 

〇当市は、５月７日から学校を再開したところであり、この時期に９月入学制を

検討することは、子どもたちや保護者、教職員にさらなる不安を与えるものと

懸念していたが、６月２日、政府が来年度からの導入について見送る意向を示

し、安堵している。 

〇市教委では、児童生徒が安心して学校生活を送れるよう、引き続き、感染症対

策に万全を期すとともに、今やるべき学びの保障を最優先とした教育活動に取

り組んでいく。 

 

 

担当課 学校教育課 

 

 

◎再質問  

再質問の有無  □ 有   ■ 無 

質問内容（概要）  

答弁者  □ 市長  □ 教育長  □ 部長 

答弁内容（概要）  

◎要望  

要望の有無  □ 有   ■ 無 

発言内容（概要）  
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資料（提出様式） 

質問者(議員名) 苫米地 あつ子 議員 

発言事項 新型コロナウイルス感染症に関する支援について 

発言の要旨 
  子育て支援について 

 ア 就学援助利用世帯への給食費相当額の支給について 

質問内容 
就学援助を利用している準要保護世帯への小中学校の臨時休業中の給食費相

当額の支給について伺いたい。 

答弁者  □ 市長  □ 教育長  ■ 部長 

答弁内容（概要） 

○全国の状況をみると、北海道札幌市や神奈川県相模原市など、学校休業期間

が長期化している自治体の一部では、就学援助制度において、給食費相当額

の支給を行っているところもあると承知している。 

○当市の就学援助制度は、就学に必要な経費について支給することとしてお

り、学校生活の中でかかる費用に対する支援を目的とするものであり、また、

当市は、他自治体に比べ、市立小・中学校の教育活動を早期に再開できたこ

とから、就学援助を受けている準要保護世帯に対する給食費相当額の支給に

ついては、特段の対応を行っていない。 

○当市では、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、家計が急変した世帯に

ついて、急変後の家計状況を加味して就学援助の支給対象とするなど、現に

困っている世帯が必要な援助が受けられるよう柔軟に対応しているところ

である。 

 

 

担当課 学校教育課 

 

 

◎再質問  

再質問の有無  □ 有   ■ 無 

質問内容（概要）  

答弁者  □ 市長  □ 教育長  □ 部長 

答弁内容（概要）  

◎要望  

要望の有無  ■ 有   □ 無 

発言内容（概要） 

新型コロナウイルスの第二波、第三波が発生し、休校などにより給食提供でき

ないときは、昼食費の支援を速やかに行って欲しい。また、その際は年間を通し

て調整するなど、過去の分も遡って支援して欲しい。 
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資料（提出様式） 

質問者（議員名） 岡田 英 議員 

発言事項 ３ ＧＩＧＡスクール構想の実現について 

発言の要旨   校内の通信環境の整備について 

質問内容 当市における校内の通信環境の整備状況について伺いたい。 

答弁者  □ 市長  □ 教育長  ■ 部長 

答弁内容（概要） 

〇国は、令和元年 12 月「ＧＩＧＡスクール構想の実現」として、「高速大容量の

通信ネットワーク」と「１人１台端末」を一体的に整備し、多様な子どもたち

を誰一人取り残すことなく、個別最適化された学びを全国の学校現場で積極的

に実現させると提言した。 

〇当市においては、国の学校ＩＣＴ環境整備事業を活用し、平成 21年度に小・

中学校のネットワーク整備を実施した。この回線を利用して、現在も各学校に

おいて授業実践が進められており、情報の検索、動画の視聴等が積極的に行わ

れている。 

〇現状の回線ではネットワークの通信速度に限界があり、動画がスムーズに再生

されなかったり、インターネットの検索の際に必要以上に時間がかかったりす

るなどの課題が見られた。 

〇緊急経済対策として、国の令和元年度補正予算による「公立学校情報通信ネッ

トワーク環境施設整備費補助金」を活用し、第一段階としてネットワーク整備

をすることが求められた。 

〇当市としては、１人１台端末の同時利用が可能となる児童生徒専用回線の増設

計画を策定し、令和元年度３月補正で予算が承認された。 

〇令和２年５月に委託契約を締結、今月中旬には工事に着手し、令和３年１月

には全ての小・中学校で高速大容量の通信ネットワークが利用できることを

目指し、整備を進めている。 

担当課 総合教育センター 

 

 

◎再質問  

再質問の有無  □ 有   ■ 無 

質問内容（概要）  

答弁者  □ 市長  □ 教育長  □ 部長 

答弁内容（概要）  

◎要望  

要望の有無  ■ 有   □ 無 

発言内容（概要） 
教室のみならず、特別教室・体育館など、校内のどんな場所でもネットワーク

を利用できる環境整備を目指して欲しい。 
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資料（提出様式） 

質問者（議員名） 岡田 英 議員 

発言事項 ３ ＧＩＧＡスクール構想の実現について 

発言の要旨   児童生徒への１人１台の端末整備について 

質問内容 当市における児童生徒への１人１台の端末整備について伺いたい。 

答弁者  □ 市長  □ 教育長  ■ 部長 

答弁内容（概要） 

〇ＧＩＧＡスクール構想実現の加速化によって、令和５年度末整備予定であった

１人１台の端末整備が前倒しされ、今年度中の整備完了を目標とすることが国

から示された。 

〇当市においては、平成 27 年度より授業における効果的なコンピュータ等の活

用が実現できるよう計画的に整備を進めてきたが、3.8 人に１台の整備状況に

とどまっている。 

〇そのため、学習場面や活用内容が限定されたり、台数の不足によって使用時間

が制限されたりする状況から、「台数を増やして欲しい。」という声が各学校か

ら多く寄せられている。 

〇小学校では令和２年度、中学校では令和３年度全面実施の学習指導要領で「児

童生徒の情報活用能力の育成」が求められていることに加え、今後の臨時休業

時の対応策の１つとして「１人１台端末整備は必要不可欠である」と考えてい

る。 

〇令和２年度中に国の補助金対象となる 2/3 と、地方財政措置算定分の 1/3 とな

る「小学校１年生から中学校３年生までの全児童生徒分 16,698 台の整備」を

盛り込んだ整備計画を新たに策定した。 

〇現在、１人１台端末整備の早期実現を目指し取り組んでいるところである。 

 

担当課 総合教育センター 

 

 

◎再質問  

再質問の有無  □ 有   ■ 無 

質問内容（概要）  

答弁者  □ 市長  □ 教育長  □ 部長 

答弁内容（概要）  

◎要望  

要望の有無  ■ 有   □ 無 

発言内容（概要） 
小学校１年生から中学校３年生までの全児童生徒への１人１台の端末整備は、

早期のＩＣＴスキルアップにつながるため、早急に導入をして欲しい。 
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資料（提出様式） 

質問者(議員名) 岡田 英 議員 

発言事項 ３ ＧＩＧＡスクール構想の実現について 

発言の要旨   整備にあたっての課題について 

質問内容 整備にあたっての課題について伺いたい。 

答弁者  □ 市長  □ 教育長  ■ 部長 

答弁内容(概要) 

〇ＧＩＧＡスクール構想実現の加速化が求められる中、現在国の示す整備目標

達成に向けた準備を進めているところではあるが、１人１台の端末整備につ

いては、課題も見えてきている。 

〇課題の１点目として、教員の研修の充実があげられる。１人１台の端末を活

用しての授業づくりは、教員にとって初めての経験となるため、操作と活用

についての研修が必要である。 

〇１人１台端末整備に先駆けて、５月末の小中野小学校の校内研修を皮切りに

具体的な授業場面を想定した研修会を開催することをとおして、１人１台端

末が整備された場合の授業実践がスムーズに行われることを目指している。 

〇課題の２点目として、今回導入予定のＧＩＧＡスクールモデル仕様端末は、

発売が９月予定と聞いており、さらに全国一斉に端末の調達を実施する状況

から、早急な調達による台数の確保が急務である。 

〇今年度中に１人１台端末整備を進める計画を策定し、端末の供給開始に間に

合うよう取り組んでいるところである。 

〇国の求める「できることから始める」という考えのもと、当市としては、当

面、現在整備済みの端末を活用した授業実践の充実を図っていく。 

〇整備後には授業だけでなく、家庭への持ち帰りによる学習等についても活用

できるよう、児童生徒が基本的な操作を理解し、１人でも学習を進めること

ができる情報活用能力を身に付けるための手引き等の作成についても検討し

ていく。 

担当課 総合教育センター 

 

 

◎再質問  

再質問の有無  □ 有   ■ 無 

質問内容（概要）  

答弁者  □ 市長  □ 教育長  □ 部長 

答弁内容（概要）  

◎要望  

要望の有無  ■ 有   □ 無 

発言内容（概要） 

ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けた早急な整備をした上で、教員に対する研

修とともに、児童生徒のスキルアップにつながる手引き等の作成にも力を入れて

欲しい。  
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資料（提出様式） 

質問者（議員名） 山名 文世 議員 

発言事項 ３ 指定管理者制度について 

発言の要旨   図書館の競争原理確保について 

質問内容 
指定管理者の公募において、競争原理が確保されるよう、どのような対応をと

ったのか伺いたい。 

答弁者  □ 市長  □ 教育長  ■ 部長 

答弁内容（概要） 

〇第１期から第３期までの公募では、１社のみの応募であったため、平成 29

年度包括外部監査結果報告書において、競争性が発揮される仕組みについて

次回の募集までに見直されることが期待される、との意見をいただいた。 

〇第４期においては、競争性が発揮されるよう、公募案内の市ホームページ掲

載及び図書館での配布に加え、図書館等の指定管理の実績がある 12 団体へ

要項等を送付し、積極的に公募の案内を行ったところ、公募説明会へ４社の

参加があり、このうち、現指定管理者の株式会社図書館流通センターと三八

五流通株式会社の２社から応募があった。 

○選定委員会を組織し選定したところ、600 点満点中、株式会社図書館流通セ

ンターは 450 点、三八五流通株式会社は 428 点となり、株式会社図書館流通

センターが引き続き指定管理者として選定された。 

○今後の指定管理者選定においても、競争原理が十分に発揮されるよう、努め

ていく。 

 

 

担当課 図書館 

 

 

◎再質問  

再質問の有無  □ 有   ■ 無 

質問内容（概要）  

答弁者  □ 市長  □ 教育長  □ 部長 

答弁内容（概要）  

◎要望  

要望の有無  □ 有   ■ 無 

発言内容（概要）  
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資料（提出様式） 

質問者（議員名） 高橋 正人 議員 

発言事項 ３ 教育行政について 

発言の要旨   臨時休業に伴う学習の遅れの解消について 

質問内容 臨時休業に伴う学習の遅れの解消について伺いたい。 

答弁者  □ 市長  ■ 教育長  □ 部長 

答弁内容（概要） 

○新型コロナウイルス感染拡大を防止するための臨時休業に伴い、児童生徒の学

習の遅れが懸念されるところである。 

○市教委では、授業時数見込み調査等の結果をもとに、不足する授業時数につい

て試算した。 

○その結果、当市においては、かねてより、インフルエンザの流行や自然災害に

よる休校等に備えて、年間の授業時数を文部科学省が定める時数よりも多く設

定していることもあり、不足する年間の授業時数は、小学校では、45 分を 1

単位時間として 36単位時間程度、中学校では 50分を 1 単位時間として 73単

位時間程度であると算出した。 

○市教委では、授業時数を確保するために、主催する各種事業や研修講座等につ

いて、中止または規模を縮小する措置を講じた。 

○また、各学校においては、学校行事の中止や規模の縮小等、年間の行事予定を

吟味・精選するとともに、教科横断的な視点で年間指導計画を見直しした。 

○その結果、小学校では 20 単位時間程度、中学校では 50単位時間程度、授業時

数を確保することができ、不足する年間の授業時数は、小学校で 15単位時間

程度、中学校で 25単位時間程度という見込みとなった。 

○市教委では、児童生徒の負担が過度にならないように配慮しつつ、不足する授

業時数を補うために、夏季休業期間を短縮して、小学校においては３日間、中

学校においては５日間、授業を行う日を追加する方針を決定し、５月 29日付

で、各学校及び保護者へ通知した。 

○これにより、臨時休業に伴う学習の遅れを取り戻し、文部科学省が定める学習

内容を今年度内に履修するために必要な授業時数を確保できる見通しである。 

○さらに、各学校では、児童生徒の学習の状況や成果をきめ細かく把握するとと

もに、必要に応じて補充のための学習を実施するなど、感染症対策を講じなが

ら、学習内容の確実な定着のための対策を工夫している。 

○市教委としては、今後も新型コロナウイルス感染症の状況を注視しつつ、児童

生徒の学習を保障するために各学校の支援に努める所存である。 

 

担当課 教育指導課 
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資料（提出様式） 

 

◎再質問  

再質問の有無  □ 有   ■ 無 

質問内容（概要）  

答弁者  □ 市長  □ 教育長  □ 部長 

答弁内容（概要）  

◎要望  

要望の有無  ■ 有   □ 無 

発言内容（概要） 

修学旅行の日程変更に伴うキャンセル料の補償等について、国の動向を注視す

るとともに、家庭の経済的負担が軽減されるように学校を支援することを要望す

る。  
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資料（提出様式） 

質問者（議員名） 高橋 正人 議員 

発言事項 ３ 教育行政について 

発言の要旨   ＧＩＧＡスクール構想の概要について 

質問内容 当市の整備計画について伺いたい。 

答弁者  □ 市長  □ 教育長  ■ 部長 

答弁内容（概要） 

〇教育におけるＩＣＴを基盤とした先端技術等の効果的な活用が求められる一

方で、国が実施した「平成 30年度学校における教育の情報化の実態等に関す

る調査」によると、現在の学校ＩＣＴ環境の整備は国が示す３人に１台の整備

目標と比較して遅れており、自治体間の格差が大きいことが明らかになった。 

〇国は令和時代のスタンダードな学校像を示すとともに、「全国一律のＩＣＴ環

境整備が急務である」とし、令和元年 12 月「ＧＩＧＡスクール構想の実現」

に向けた「高速大容量の通信ネットワーク」と「１人１台端末」を一体的に整

備するため、令和元年度補正予算を計上した。 

〇当市としては、「ＧＩＧＡスクール構想の実現」を目指し、第一に「高速大容

量の通信ネットワーク整備計画」を策定した。 

〇「ＧＩＧＡスクール構想の実現」の加速化を受けて、これまで、令和５年度ま

でに整備完了予定であった「１人１台端末の整備計画」を、今般における新型

コロナウイルス感染拡大のような有事における持ち帰りによる学習の視点も

加えて見直しを図り、今年度中に整備する計画を改めて策定した。 

〇整備計画の全てを実現するためには、莫大な予算が必要となるため、整備に

当たっては、「公立学校情報通信ネットワーク環境施設整備費補助金」「公立

学校情報機器整備費補助金」を活用し、市の負担軽減を図り、早期実現を目

指し取り組んでいるところである。 

担当課 総合教育センター 

 

 

◎再質問  

再質問の有無  □ 有   ■ 無 

質問内容（概要）  

答弁者  □ 市長  □ 教育長  □ 部長 

答弁内容（概要）  

◎要望  

要望の有無  ■ 有   □ 無 

発言内容（概要） 
ＧＩＧＡスクール構想の早期実現を目指していく上で、課題は多くあると思う

が、力強く進めて欲しい。 
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資料（提出様式） 

質問者（議員名） 高橋 正人 議員 

発言事項 ３ 教育行政について 

発言の要旨   デジタル教科書の活用について 

質問内容 学習者用デジタル教科書や指導者用デジタル教材の活用について伺いたい。 

答弁者  □ 市長  □ 教育長  ■ 部長 

答弁内容（概要） 

◯一般的にデジタル教科書と呼ばれる教材は、文部科学省のガイドラインにおい

て、学習者用デジタル教科書と指導者用デジタル教材の二種類が示されている。 

◯学習者用デジタル教科書は、紙の教科書と同一の内容がデジタル化された教材

である。学習者用デジタル教科書の主な機能には、文字の大きさ・背景色の変

更や、振り仮名の表示、音声による読み上げ等がある。 

◯その機能を使うことで、特別な支援を必要とする児童生徒にとっても、学習上

の困難を低減させることが期待できる。 

◯しかし、学習者用デジタル教科書は、一人一台の端末にインストールする必要

があるとともに、効果的な活用方法の研究が進んでいないため、当市では導入

に至っていない。 

◯指導者用デジタル教材は、教科書に掲載された資料等に加え、動画やアニメー

ション、音声等の資料を提示するものである。各学校においては、例えば「外

国語および外国語活動」の授業で、音楽や映像に合わせて英語の発音や表現に

慣れ親しませたり、｢道徳｣の授業で、挿絵を拡大して提示し、主人公の心情を

考えさせたりするなど、児童生徒の興味・関心を高める場面で活用されている。 

◯市教委としては、学習者用デジタル教科書と指導者用デジタル教材の効果的な

活用方法について、教員研修等を通じて周知し、「わかった！できた！身につ

いた！」が実感できる授業づくりを推進したい。 

担当課 総合教育センター 

 

 

◎再質問  

再質問の有無  □ 有   ■ 無 

質問内容（概要）  

答弁者  □ 市長  □ 教育長  □ 部長 

答弁内容（概要）  

◎要望  

要望の有無  ■ 有   □ 無 

発言内容（概要） 

誰も取り残さない個別最適化された学習を進めるためには、個々の特性に応じ

た学習教材が必要である。そのためにも、学習者用デジタル教科書を試験的に導

入するなど、研究を推進することを要望する。 
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